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会員情報各種変更届等　当所ホームページからダウンロードできます。（ＵＲＬは表紙に記載）
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当
所
議
員
例
会
が
２
月　

日
午

２２

後
４
時
か
ら
当
所
に
お
い
て
役
員

・
議
員　

名
の
出
席
の
も
と
開
催

４１

さ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
例
会
は
２
部
構
成
で
行
い
、

第
１
部
は
議
員
例
会
と
し
て
、
当

番
幹
事
の
進
行
に
よ
り
小
林
英
幸

幹
事
長
、
山
田
会
頭
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
委
員
会
報
告
と
し
て
総

務
を
は
じ
め
常
設
６
委
員
会
委
員

長
よ
り
報
告
が
な
さ
れ
、
ま
た
、

事
務
局
よ
り
今
後
の
常
議
員
会
、

通
常
議
員
総
会
の
開
催
日
程
等
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
第
２
部
は
①
中
部
電

力
飯
山
営
業
所
（
手
塚
高
典
営
業

所
長
）
よ
り
、
こ
の
４
月

か
ら
導
入
さ
れ
る
「
電
力

の
自
由
化
」
の
概
要
を
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。
続

い
て
、
②
公
務
ご
多
忙
の

中
、
池
田
茂
中
野
市
長
に

は�
信
州
中
野
の
未
来
を

開
く
「
６
つ
の
扉
」
と

「
４
つ
の
鍵
」�
と
題
し
、

「
中
野
市
の
総
合
計
画
」

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き

ま
し
た
。
続
い
て
、
原
誠

中
野
市
経
済
部
長
よ
り
平

成　

年
度
商
工
施
策
（
案
）

２８
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
、
同
会
場
に
て
池

田
市
長
の
乾
杯
に
よ
り
懇
親
会
が

始
ま
り
、
和
や
か
に
情
報
交
換
が

で
き
ま
し
た
。

　

当
所
女
性
会
は
、
２

月　

日
に
当
所
に
て
、

２３
地
元
菓
子
店
の
き
の
こ

ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
な
が

ら
の
座
談
会
形
式
の
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
に
は
、

（
一
社
）
日
本
き
の
こ

マ
イ
ス
タ
ー
協
会
理
事

長
の
前
澤
憲
雄
氏
と
日

本
き
の
こ
マ
イ
ス
タ
ー

の
沼
田
浩
子
氏
の
お
二

人
の
講
師
を
お
招
き
し
、

地
元
食
材
で
あ
る
き
の

こ
に
つ
い
て
、
そ
の
優
れ
た
効
能

や
地
産
地
消
に
つ
い
て
も
一
緒
に

考
え
て
い
た
だ
き
、
中
野
市
の
活

性
化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
企
画

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、　

名
の
参
加
者
が
集

２１

ま
り
、
前
澤
氏
に
は
「
マ
イ
コ
フ

ァ
ジ
ィ
ラ
イ
フ
・
そ
の
最
新
情
報
」、

沼
田
氏
に
は
「
健
康
生
活
は
ま
ず

キ
ノ
コ
か
ら
」
と
題
し
て
ご
講
演

い
た
だ
き
、
き
の
こ
に
つ
い
て
楽

し
く
、
そ
し
て
美
味
し
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

（
※
マ
イ
コ
フ
ァ
ジ
ィ
ラ
イ
フ
と

は
…
菌
類
質
食
品
を
食
べ
る
生
活

の
こ
と
）

　

３
月　

日
に
は
、
柳
長
さ
ん
の

３１

ホ
ー
ル
で
（
一
社
）
日
本
き
の
こ

マ
イ
ス
タ
ー
協
会
が
中
心
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
る
き
の
こ
の
お

菓
子
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る

中
野
市
内
の
菓
子
店
等
９
店
舗
の

皆
さ
ま
が
信
州
中
野
の
新
た
な
名

物
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
腕
を
振

る
っ
た
き
の
こ
ス
イ
ー
ツ
の
即
売

会
が
行
わ
れ
ま
す
。
時
間
は
午
前

　

時
〜
午
後
３
時
ま
で
で
す
。
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▲山田会頭 あいさつ▲山田会頭　あいさつ

▲池田市長 あいさつ▲池田市長　あいさつ

▲女性会 佐藤会長あいさつ▲女性会 佐藤会長あいさつ

▲講師 沼田浩子 氏▲講師 沼田浩子 氏 ▲講師 前澤理事長▲講師 前澤理事長
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 （３）平成２８年３月１０日 第３６９号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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（但し、振替日が土・日
・祝日の場合は翌営業日）

　乳酸菌（Ｈ―１６５）の利用は、醸造業から漬物業や食品加工業に波及しつつある。乳酸菌の使用範囲を中
野地域に限定することで、生産される高付加価値化商品が地域ブランドとなり、地域経済発展の一翼を担う
と推測する。

①有用乳酸菌の探索、②最適培地の選定、③乳酸菌の特質�������	
���

　平成２８年３月８日～１１日に幕張メッセ（千葉県）で開催されたフーデックス
・ジャパン２０１６に出展した。
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　平成２７年９月２５日、五味英紀氏（長野県地域資源製品開発支援セ
ンター）をお招きして、セミナーを開催した。醸造業や食品加工業
等の関係者が数多く参加した。
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セ
ミ
ナ
ー
風
景

セ
ミ
ナ
ー
風
景

　醸友会員から有志を募り、信州大学との共同研究で得た乳酸菌（Ｈ―１６５）を
使用して、味噌・醤油豆を試験製造した（実証試験を６回実施）。この乳酸菌の
添加で害菌が抑えられ、高い品質の商品が製造できた。また、減塩味噌の製造も
可能になった。
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　当所製造業部会では、中高醸友会と協力し、平成26・27年度と長野県の助成金を受けて、「賞味期限の長い高
品質なみそ」づくりを実施しております。
事業内容
　食品腐敗菌であるバチルス菌は味噌製造の初期に混入すると言われており、バチルス菌の混入を防ぐことが
味噌業界の課題でした。
　本事業では、味噌と醤油から見つけた乳酸菌がバチルス菌を抑える働きがあることを利用し、以下の図のと
おり、味噌製造工程の初期に当該乳酸菌で添加することで、バチルス菌が少なく、賞味期限の長い高品質な商
品を生産することができます。

　また、バチルス菌は、味噌の他の発酵食品や加工食品を腐敗・変敗させています。当該乳酸菌をバイオプリ
ザベーション（微生物の作る物質や微生物そのものを活用する食品保存技術）として利用することで、腐敗・
変敗被害を軽減し、加工食品や発酵食品の高品質化が可能になります。
本事業の成果は、中野地域の食品製造業全体の質的レベルアップを促進し、地域産業活性化に繋がります。

　主な事業については、次のとおりです。
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中野市内約２７０店で使える商工会議所発行
共通商品券が便利です。
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（平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日施行分）

試験会場受験料申込期間施行日施行級回数検定試験名

中野地域職業訓練センター

１級：７,７１０円
２級：４,６３０円
３級： ２  , ５７０円

４月４日�～５月12日�６月１２日�１級～３級第１４３回

簿　　記 信 州 中 野 商 工 会 議 所９月12日�～10月20日�１１月２０日�１級～３級第１４４回

信 州 中 野 商 工 会 議 所
12月19日�～　　　　　
　　平成29年１月26日�

平成２９年　
　２月２６日�

２級～４級第１４５回

信 州 中 野 商 工 会 議 所

２級：５,６６０円
３級：４,１２０円

５月９日�～６月16日�７月９日�
３級

第７８回
リテール
マーケティ
ング

（販売士）

２級

信 州 中 野 商 工 会 議 所
12月19日�～　　　　 
　　平成29年1月26日�

平成２９年
２月１５日�

３級
第７９回

２級

　

思
う
よ
う
に
、
会
社
を
経
営
し

て
い
く
こ
と
は
大
変
難
し
い
こ
と

で
す
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
は
そ
れ

　

３
月
２
日 
中
野
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
に
て
経
営
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ

ー
の
目
的
は
、
将
来
を
見
据
え
た

経
営
計
画
の
重
要
性
を
学
ぶ
こ
と

に
あ
り
ま
す
。

　

松
本
を
拠
点
に
活
動
さ
れ
て
い

る
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社 

㈱
気
づ
き
の
経
営
計
画
執
行
役
員

中
東
一
浩
氏
（
な
か
ひ
が
し　

か

ず
ひ
ろ
）
を
講
師
に
、　

名
が
セ

１０

ミ
ナ
ー
を
受
講
し
ま
し
た
。

　

経
営
計
画
と
い
う
と
難
し
そ
う

に
思
い
ま
す
が
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー

で
は
ト
ー
タ
ル
ゲ
ー
ム
と
い
う
卓

上
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
経
営
を
体

感
し
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。
ト
ー

タ
ル
ゲ
ー
ム
は
、
参
加
者
の
一
人

一
人
が
経
営
者
と
な
っ
て
会
社
を

設
立
し
、
設
備
投
資
、
仕
入
、
生

産
、
販
売
な
ど
活
動
を
行
い
、
経

営
し
て
い
く
卓
上
ゲ
ー
ム
で
す
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
４
期
分

の
決
算
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者

は
思
う
よ
う
な
売
上
が
上
が
ら
な

か
っ
た
り
、
資
金
不
足
に
陥
っ
た

り
と
、
な
か
な
か
思
い
通
り
に
会
社

経
営
が
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

を
身
に
染
み
て
分
か
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
何
も
目

標
を
持
た
ず
に
漠
然
と
商
売
を
す

る
の
で
は
な
く
、
目
標
を
決
め
て

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
ど
う
し

た
ら
よ
い
か
、
今
期
は
何
を
し
た

ら
よ
い
の
か
な
ど
、
５
年
後
、　
１０

年
後
の
経
営
を
考
え
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
。

　

当
所
で
は
、
２
月　

日
２６

に
中
野
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
創
業
セ

ミ
ナ
ー
「
創
業
の
た
め
の

基
礎
知
識
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

講
師
は
、
中
小
企
業
診

断
士
で
、
創
業
レ
ン
タ
ル

ス
ペ
ー
ス
を
経
営
し
て
い

る
京
都
在
住
の
坂
本
洋
氏

を
お
招
き
し
ま
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
２
時

間
に
わ
た
り
創
業
す
る
に

当
た
っ
て
の
心
構
え
、
目

的
、
人
脈
の
つ
く
り
方
な

ど
の
準
備
段
階
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

　

な
お
、
当
セ
ミ
ナ
ー
は

中
野
市
の
「
創
業
支
援
事

業
計
画
」
に
沿
っ
て
開
催

し
ま
し
た
。
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 （５）平成２８年３月１０日 第３６９号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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取扱損保会社
 （50音順）　 ㈱損害保険ジャパン・東京海上日動火災保険㈱



第３６９号 平成２８年３月１０日（６）会　議　所　ニ　ュ　ー　ス

�������	
���� 取扱損保会社
（50音順）

あいおいニッセイ同和損害保険㈱・㈱損害保険ジャパン
東京海上日動火災保険㈱・三井住友海上火災保険㈱

　　当市製造業の前年同期比業況判断ＤＩは、平成25年10-12月期から9期連続プラス値で推移している。しか
しながら、業況ＤＩ値は前々回調査の平成27年４- ６月期調査において0.0ﾎﾟｲﾝﾄになり、前回及び今回の平成27
年10-12月期調査でも5.0ﾎﾟｲﾝﾄと低調である。また、今期の水準業況判断ＤＩも5.0ﾎﾟｲﾝﾄであり、最近の業況感
は停滞している。
　当市製造業の業態は受注生産中心型が多く、完成品の生産が殆ど無いことから、国内メーカーの生産計画に
より、大きく業況が左右されることが常である。メーカーにおいては為替差益の影響で利益計上できている企
業が多いところである。一方、地域中小企業においては、円安、原油価格の大きな下落で受注環境は改善して
いるものの、更なる短納期、低単価の状況で取引環境は悪化している。また、中国経済の減速といった不安要
素も色濃くある。
　国内消費する製品・部品のみを国内生産するというメーカーのスタンスに変化はなく、国内需要の回復なく
して、地域中小企業の業況回復は見込めない。
　業況判断では、対前年同期比で調査企業20社中「好転」が６社（30.0％）、「不変」が9社(45.0％)、「悪化」が
５社(25.0％)と回答している。また、今期の水準における業況判断は、「良い」が6社(30.0％)、「ふつう」が９社
(45.0％)、「悪い」と回答した企業が5社(25.0％)である。

�������
　売上額の前年同期比ＤＩでは、｢増加｣が8社（40.0％）、「不変」が8社（40.0％）、「減少」が、4社（20.0％）
と回答している。受注数量の前年同期比ＤＩでは、｢増加｣が7社（35.0％）、「不変」が9社(45.0％ )、｢減少｣が4
社(20.0％)と回答している。
　売上額、受注数量のＤＩ値はプラス値であるが、前回調査と比べて減少している。国内向けの電気・ガスの
スマートメーター関連の受注については旺盛にあるが、当該受注以外は現状維持の状況が続いている。
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5.0ﾎﾟｲﾝﾄ５社（25.0％）９社（45.0％）６社（30.0％）H27.10月－12月
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5.0ﾎﾟｲﾝﾄ５社（25.0％）９社(45.0％）６社（30.0％）H27.10月－12月
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20.0ﾎﾟｲﾝﾄ４社（20.0％）８社（40.0％）８社（40.0％）H27.10月－12月
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 （７）平成２８年３月１０日 第３６９号会　議　所　ニ　ュ　ー　ス
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取扱損保会社　あいおいニッセイ同和損害保険㈱・㈱損害保険ジャパン
   （50音順）　  富士火災海上保険㈱・三井住友海上火災保険㈱

�����業況判断指数で「良い」、「ふつう」、「悪い」の比率を出し、「良い」と答えた割合から「悪い」と答えを引いた指数。
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　経常利益の水準ＤＩは、｢黒字｣が8社(40.0％)、「収支トントン」が8社(40.0％)、「赤字」が4社(20.0％)と回答
している。
　利益確保ができている企業は、顧客ニーズに即した製品の受注並びに新規取引先の確保で、受注数量が増加
している。また、原油価格の下落により原材料単価が現状維持か低下となっていることに加え、円安により各
種経費が削減できていることからである。
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　消費者の購買行動が多様化している中で、更に厳しい吟味・選別の上に購入商品を決定することから「製品
ニーズの変化への対応」が調査対象企業20社中10社(50.0％ )あった。国内の内需回復が見られないことから、
「国内需要の低下」を挙げる企業が9社(45.0％)あった。
　四半期毎に要請される単価の引下げからの「製品（加工）単価の低下・上昇難」を問題に挙げる企業が7社
(35.0％)あった。今後の受注状況の不透明感、借入に対する慎重な姿勢から「生産設備の老朽化」を挙げる企業
も7社(35.0％)あった。

�������	

　金型については、売り型を含めて堅調な受注がある。今後、成形品に結び付くことができれば、成形品の受
注が増加する。調査対象企業では先行きの受注数量の増加に不透明感があることから、見通し受注数量ＤＩ値
を15.0ﾎﾟｲﾝﾄと見込んでいるところである。
　なお、業況が前年同期(平成27年１－３月期)と比べて「好転」すると回答した企業は7社(35.0％)、「不変」と
する企業は９社(45.0％)、「悪化」とした企業が４社(20.0%)である。
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35.0ﾎﾟｲﾝﾄ５社（25.0％）３社（15.0％）12社（60.0％）H27.10月－12月
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安
倍
政
権
は
新
た
な
三
本
の
矢

と
し
て
「
希
望
を
生
み
出
す
強
い

経
済
」「
夢
を
紡
ぐ
子
育
て
支
援
」

「
安
心
に
つ
な
が
る
社
会
保
障
」

を
推
進
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
時
に
こ
れ
を
進
め
る
環

境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
働
き
方

の
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
打
ち
出

し
た
。
こ
の
中
に
は
幅
広
い
施
策

が
含
ま
れ
る
が
、
特
に
重
要
な
柱

と
し
て
掲
げ
て
い
る
の
は
、「
非
正

規
雇
用
の
正
規
化
」「
長
時
間
労
働

の
抑
制
」「
高
齢
者
の
就
労
促
進
」

で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
働
き
方
の
改
革
は
広

い
意
味
で
の
労
働
市
場
改
革
と
と

ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
改
革

を
進
め
る
た
め
に
は
、
正
社
員
の

働
き
方
や
、
雇
用
形
態
の
多
様
化

な
ど
も
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

従
っ
て
、
労
働
市
場
全
体
を
俯
瞰

し
て
、
総
合
的
な
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

し
て
改
革
を
実
行
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

現
下
の
日
本
で
は
少
子
高
齢
化

に
伴
う
労
働
人
口
の
減
少
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
が
、
す
で
に
構
造
的

な
人
手
不
足
が
進
行
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
も
っ
と
働
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
女
性
、
若
者
や
高
齢
者

の
労
働
力
化
率
を
引
き
上
げ
て
、

労
働
力
の
量
的
確
保
を
図
る
必
要

が
あ
る
。
た
だ
し
、
今
後
増
加
す

る
雇
用
の
ほ
と
ん
ど
は
、
フ
ル
タ

イ
ム
で
は
な
い
非
正
規
雇
用
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
非
正

規
雇
用
が
増
え
れ
ば
、
結
果
的
に

生
産
性
が
低
下
し
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
る
。
人
手
不
足
の
日
本
で
す

で
に
非
正
規
で
働
く
人
は
雇
用
全

体
の
３
分
の
1
に
達
し
て
い
る
。

彼
ら
の
ス
キ
ル
や
生
産
性
が
上
が

ら
な
け
れ
ば
、
日
本
の
成
長
力
は

落
ち
た
ま
ま
で
あ
る
。
こ
れ
は
社

会
的
な
損
失
で
あ
る
。
ま
た
、
と

り
わ
け
不
本
意
な
が
ら
非
正
規
で

働
く
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
若
者
の
多
く
は
、
生
涯
に
わ
た

っ
て
仕
事
の
ス
キ
ル
も
収
入
も
向

上
し
な
い
。
本
人
に
と
っ
て
も

損
失
で
あ
る
。

　

も
っ
と
も
、
非
正
規
労
働
者

が
皆
、
正
規
化
を
望
ん
で
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
正
社
員
と
な
れ

ば
長
時
間
労
働
、
転
勤
な
ど
、
会

社
に
拘
束
さ
れ
、
無
限
定
の
働
き

方
を
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
女
性
や
高
齢
者
な
ど
の

質
の
高
い
労
働
参
加
を
進
め
、
生

産
性
を
引
き
上
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
な

ら
ば
、
非
正
規
社
員
も
正
規
社
員

と
同
じ
待
遇
を
受
け
る
べ
き
で
あ

る
と
い
う
、
同
一
労
働
同
一
賃
金

の
考
え
方
の
下
に
、
非
正
規
を
正

規
化
し
、
正
社
員
と
同
等
の
待
遇

を
実
現
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
改
革
を
進
め
て
き
た

の
が
オ
ラ
ン
ダ
で
あ
る
。
オ
ラ
ン

ダ
で
は
フ
ル
タ
イ
ム
か
パ
ー
ト
タ

イ
ム
と
い
う
区
分
は
あ
る
が
、
正

規
、
非
正
規
と
い
う
雇
用
区
分
は

な
い
。
両
者
と
も
に
正
社
員
で
あ

り
、
均
衡
待
遇
が
実
現
し
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
実
に

多
く
の
人
が
自
分
に
あ
っ
た
時
間

帯
で
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
に
従
事

し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
年
功
序
列
や
終
身
雇

用
と
い
っ
た
考
え
方
が
根
強
い
日

本
で
一
足
飛
び
に
こ
う
し
た
制
度

を
導
入
し
て
い
く
こ
と
は
簡
単
で

は
な
い
。
そ
も
そ
も
オ
ラ
ン
ダ
を

は
じ
め
と
す
る
ユ
ー
ロ
圏
で
も
、

同
じ
仕
事
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
勤

続
年
数
や
経
験
、
キ
ャ
リ
ア
、
学

歴
な
ど
を
無
視
し
て
同
じ
賃
金
を

求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ

う
し
た
差
が
賃
金
に
現
れ
る
こ
と

は
許
容
し
て
い
る
。

　

日
本
で
こ
う
し
た
改
革
を
進
め

て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ず
は
無
限

定
な
働
き
方
を
前
提
と
す
る
雇
用

制
度
や
年
功
昇
進
・
賃
金
体
系
が
、

唯
一
の
望
ま
し
い
働
き
方
で
あ
り
、

正
規
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
を
変

え
、
多
様
な
正
社
員
の
形
態
を
普

及
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ

も
「
非
正
規
」
と
い
う
言
葉
に
は

単
な
る
区
分
で
な
く
、
正
規
に
劣

後
す
る
と
い
う
差
別
的
な
響
き
が

あ
る
。
ま
ず
全
員
が
正
社
員
に
な

り
、
フ
ル
タ
イ
ム
か
パ
ー
ト
タ
イ

ム
か
と
い
う
違
い
に
な
る
。
な
ら

ば
「
非
正
規
」
と
い
う
言
葉
は
や

め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
実
現
す
る
た

め
に
も
、
ま
ず
正
社
員
の
長
時
間

労
働
の
是
正
を
図
る
と
と
も
に
、

勤
務
地
や
労
働
時
間
、
職
務
権
限

�
�
�
�
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�
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な
ど
で
多
様
な
働
き
方
が
選
択
で

き
る
正
社
員
を
増
や
し
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
職
務
内
容

を
明
確
化
し
、
そ
の
下
で
働
く
社

員
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
外
部
か
ら
人

材
を
登
用
し
や
す
く
な
り
、
高
齢

者
の
就
労
促
進
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
。

（
３
月
１
日
執
筆
）
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労
働
市
場
改
革
は
成
長
戦
略
の
重
要
な
柱－
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　新たに取引の申込みを受けたとき、遠隔地の企業と取引をするときや、取引
先の悪い噂を聞いたときなどにご利用下さい。
　全国の514商工会議所のネットワーク、日経テレコン21（東京商工リサーチ、
帝国データバンク、日経会社プロフィール等）を使い、取引先の信用調査をいたします。
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今
回
は
、
株
式
会
社
渋
川
の
渋

川
社
長
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。　

　

創
業
は　

年
前
で
し
た
。
そ
の

６２

後
、
昭
和　

年
４
月
に
有
限
会
社

４２

に
な
り
、
昭
和　

年
７
月
に
株
式

４９

会
社
渋
川
と
し
て
今
に
至
り
ま
す
。

　

昭
和　

年
代
か
ら　

年
く
ら
い

３０

４５

ま
で
は
有
機
肥
料
や
牛
、
豚
の
餌

を
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
会
社
は
次
第
に
事
業
方
針
を

転
換
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。

肥
料
は
無
機
で
も
有
機
で
も
で
き

る
リ
ン
ゴ
等
農
作
物
の
見
栄
え
は

変
わ
り
ま
せ
ん
、
し
か
し
、
有
機

肥
料
か
ら
作
る
リ
ン
ゴ
は
味
も
よ

く
て
甘
味
も
あ
っ
て
美
味
し
い
で

す
。
そ
う
い
う
良
い
肥
料
か
ら
作

っ
た
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
モ
モ
や

リ
ン
ゴ
を
差
別
化
出
来
な
い
と
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
肥
料
や
農
薬
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
提
供
し
て
美
味
し
い
リ
ン

ゴ
や
モ
モ
を
生
産
し
て
も
ら
い
、

東
京
を
中
心
に
市
場
を
開
拓
し
て

販
売
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
平
成
５
年
頃
か
ら
ス
ー
パ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
台
頭
し
て
き
ま

し
た
。
農
産
物
も
主
流
だ
っ
た
小

売
り
か
ら
ス
ー
パ
ー
の
産
地
直
送

時
代
に
突
入
で
す
。
そ
こ
か
ら
マ

ツ
ヤ
、
ツ
ル
ヤ
に
キ
ノ
コ
、
果
物

を
販
売
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
皮
切
り
に
東
北
の
ヨ
ー
ク

ベ
ニ
マ
ル
、
北
海
道
の
東
急
ス
ト

ア
に
も
直
接
販
売
を
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
か
ら
、
イ
チ
ゴ
の
ハ

１９

ウ
ス
栽
培
を
始
め
ま
し
た
。
そ
れ

に
は
理
由
が
あ
り
ま
す
。
中
野
市

に
は
１
年
中
を
通
し
て
出
荷
で
き

る
果
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
７
月
の

モ
モ
か
ら
始
ま
り
リ
ン
ゴ
は　

月
１２

ま
で
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
５
月
か

ら
９
月
ま
で
で
す
。
果
物
の
無
い

１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
売
上
を
確

保
す
る
た
め
に
導
入
し
た
の
で
し

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
４
年
程
前

か
ら
希
少
性
の
あ
る
『
し
な
の
ベ

リ
ー
』
の
生
産
を
開
始
し
、
取
引

先
と
も
密
度
の
濃
い
お
付
き
合
い

が
途
切
れ
ず
に
出
来
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。『
し
な
の
ベ
リ
ー
』
は
普

通
の
苺
よ
り
糖
度
が
高
く
、
歯
ご

た
え
の
あ
る
品
種
で
す
。
特
大
の

物
に
な
る
と
、
一
粒
で
も
手
の
ひ

ら
い
っ
ぱ
い
に
な
る
程
の
迫
力
あ

る
苺
で
す
。　

月
の
ク
リ
ス
マ
ス

１２

シ
ー
ズ
ン
か
ら
１
月
の
正
月
に
か

け
て
は
最
高
に
美
味
し
い
そ
う
で

す
。
こ
の
『
し
な
の
ベ
リ
ー
』
は
、

ツ
ル
ヤ
長
野
徳
間
店
と
軽
井
沢
店

で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

渋
川
社
長
は
、
こ
れ
か
ら
の
中

野
市
の
作
物
形
態
を
高
め
た
い
と

い
う
望
み
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

会
社
に
平
成　

年
か
ら
２
年
間
研

２５

修
生
を
受
け
入
れ
そ
の
方
が
イ
チ

ゴ
園
を
始
め
た
そ
う
で
す
。
こ
う

い
う
実
績
を
高
め
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
ブ
ド
ウ
や
モ
モ
の
後
継
者

を
育
成
し
、
新
規
就
農
者
が
増
え

て
い
っ
て
欲
し
い
そ
う
で
す
。

　

田
麦
の
ハ
ウ
ス
を
見
学
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

制
御
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
に
感
心
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。『
し
な
の
ベ
リ
ー
』

は
。
甘
味
の
中
に
モ
モ
の
香
り
と

酸
味
が
広
が
る
逸
品
で
す
。
皆
様

も
是
非
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　

い
つ
も
、
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
「
ス
イ
ン
グ
バ
ー
ド
」
の
代
表

と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
ダ
ン
デ

ィ
な
渋
川
社
長
か
ら
地
域
に
対
す

る
情
熱
的
な
お
話
を
聞
け
て
新
鮮

な
体
験
が
出
来
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
素
晴
ら
し
い
ビ
ジ

ョ
ン
を
持
ち
続
け
て
㈱
渋
川
ば
か

り
で
な
く
、
信
州
中
野
を
盛
り
立

て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
取
材
者　

池
田
惠
美
）

『
し
な
の
ベ
リ
ー
』
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日本政策金融公庫定例相談会月１
７７回中野市総合計画審議会
青年部役員会
観光・商業・経営委員会合同視察火２
まちあるき　陣屋集合水３
西公園薬師堂節分豆まき
２月議員例会 幹事会木４
中野市バラまつり実行委員会イベント部会
青年経済三団体会議
２月前期正副会頭会議金５
中野市祭り対策推進連絡協議会
第１回信州中野地域情報連絡会
職業訓練法人中高職業訓練協会 常任理事会月８
広報委員会
第３回まちかど土びな展運営委員会
平成２７年度第３回中野市地域公共交通対策協議会総会
 （公財） 日本電信電話ユーザ協会 ICT経営実践セミナー北信ブロック懇話会火９
第7回中野市総合計画審議会　市長へ答申水10
平成27年度第３回生涯学習推進会議
青年部 ２月例会
中野ひな市ＰＲ
長野新幹線沿線商工会議所連絡協議会幹事会金12
平成27年度第４回県内商工会議所専務理事会議
平成28年度中野青果商業協同組合 新年会
支部長並びに次期支部長予定者合同会議
青年部 文化委員会、10月イベント全体会議
第206回珠算能力検定試験日14
信越９市町村広域観光連携会議事業部会月15
経営なんでも相談会火16
平成27年度ながの産業支援ネット連携推進会議（第２回）
第１区議員総会
第２回中野市バラまつり実行委員会
２級・３級リテールマーケティング（販売士）検定試験水17
工業委員会
第３区議員例会
中野立志館高等学校 第５回長野県総合学科合同課題研究発表会他木18
高等学校等の就職指導担当教師と管内事業主等との懇談会
中野陣屋・県庁記念館特別展開催事業実行委員会
広報委員会
商業委員会金19
青年三団体会議
飯山地区労働保険事務組合協議会事務担当者研修会月22
２月後期正副会頭会議
２月議員例会・講演
女性会講演会火23
女性会つながり委員会・ふれあい委員会
無相大師奉賛会理事会水24
平成27年度中野市農商工連携研修会
中野市商店会連合会総会
青年部 経済委員会
マル経審査会木25
青年部 文化委員会
小都市商工会議所ＷＧ分科会（北陸信越ブロック）金26
創業セミナー
青年部 50周年全体会議
平成27年度北信地域景観協議会景観育成委員会月29
信州中野地域情報連絡会 担当者向け説明会
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平成２７年９月１日発行の「共通商品券」の　平成２７年９月１日発行の「共通商品券」の
換金期限が近づいて参います。換金期限が近づいて参います。

�������	�
����������������	��
��������

�������	
��������	
�
�������	
��	����������

�������	
��������������

�������	
�����������������

�������	�
�������

��������	
������������

�������	
���������������

�������	
�������������

�������	
������������

��������		

����������

����������	
����������

����������	
��	�	����������

��������	
�������

　※この期限を過ぎますと換金できません。未換
　　金商品券をお持ちの取扱店はお早めに換金の
　　手続きをお願いします。

来月は、��������午前10時～
　　　　　　　　　（原則・毎月第１月曜日）
場所　当所　第２会議室
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１．定期配達販売（最終回）

 

 
３．お申し込み

　所定の申込用紙により事務局あてＦＡＸ等
でお申し込みください。ご不明な点がございま
したら下記までご連絡ください。　　
◇問い合わせ

　会員サービス課
　【TEL 22-2191　FAX 26-7007】
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３月区　　分

２２日�注文締切日

２５日�納　品　日

開 設 日　原則・毎週 月・水・金の３日間

開設時間　午前10時から午後４時
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豊田出張所：中野市豊田支所２階
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対象：ＰＬ保険プラン、業務災害補償プラン

　　　休業補償プラン、集団扱自動車保険
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